


第１８４号 広 報 い し い （２）平成２７年５月１５日

●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計
予
算

２７

　
予
算
の
総
額

 　
　
　
　
 　
億
６
 
５
０
０
万
円

８５

●
平
成
　
年
度
石
井
町
国
民
健
康

２７

保
険
特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額

 　
　
 　
億
２
 
０
１
４
万
３
千
円

３７

●
平
成
　
年
度
石
井
町
住
宅
新
築

２７

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額

 　
　
　
　
　
　
 ２
４
８
万
５
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
給
与
集
中

２７

管
理
特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額

 　
　
 　
億
４
 
９
２
７
万
５
千
円

１２

●
平
成
　
年
度
石
井
町
後
期
高
齢

２７

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額

 　
　
 ３
億
１
 
２
２
９
万
６
千
円

，

，，，

●
平
成
　
年
度
石
井
町
介
護
保
険

２７

特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額

 　
　
 　
億
１
 
０
１
１
万
３
千
円

２５

●
平
成
　
年
度
石
井
町
水
道
事
業

２７

会
計
予
算

　
収
益
的
収
支

収
益
  ５
億
３
 
３
３
５
万
７
千
円

事
業
費
 　
 ４
億
５
 
４
３
６
万
円

　
資
本
的
収
支

収
入
 　
　
　
　
 ４
 
５
１
０
万
円

支
出
 　
　
 ２
億
４
 
１
９
８
万
円

　
資
本
的
収
支
の
差
引
不
足
額
１

億
９
 
６
８
８
万
円
は
、
当
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
６
 
８
７

５
万
３
千
円
及
び
減
債
積
立
金
１

億
２
 
８
１
２
万
７
千
円
で
補
て

ん
し
ま
す
。

 ●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
補
正
額

 　
　
　
 △
１
 
４
３
８
万
７
千
円

　
予
算
の
総
額

 　
　
 　
億
１
 
０
４
９
万
７
千
円

９４

●
平
成
　
年
度
石
井
町
国
民
健
康
保

２６

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
補
正
額

 　
　
　
 △
１
 
２
８
２
万
７
千
円

　
予
算
の
総
額

 　
　
　
　
　
　
 　
億
　
万
７
千
円

３３

４９

●
平
成
　
年
度
石
井
町
住
宅
新
築
資
金
等

２６

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
補
正
額
 　
　
 １
２
１
万
４
千
円

，，

，，，

，

，

，補

正

予

算

，，，

議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりり

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例

２７

町
議
会
を
平
成
　
年
３
月

２７

９
日
か
ら
３
月
　
日
ま
で

１９

の
　
日
間
の
日
程
で
開
催

１１
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
町
提
出
の
議
案
は
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

当

初

予

算

石
井
町
長
　
 小
 　
こ

 林
 　
ば
や
し

 智
 
と
も

　
 仁
 
ひ
と

あ
た
っ
てに

町長就任
　
こ
の
度
、
石
井
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
小
林
智
仁
で
す
。

　
選
挙
期
間
中
は
、
住
民
の
皆
様
方
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
多
く
の
不
安
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
行
政
運
営
を
、
４
年
間
全
力
で
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
目
指
す
町
づ
く
り
は
、
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
で
す
。
協
働
と
は
、
行
政
・
企
業
・
民
間
団
体
等

と
住
民
と
が
一
体
と
な
っ
て
良
い
結
果
を
求
め
、
力
を
合
わ
せ
実
行
す
る
こ
と
で
す
。
一
人
が
で
き
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
若

く
、
経
験
が
浅
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
若
さ
ゆ
え
皆
様
方
の
声
を
素
直
に
聞
く
耳
を
持
っ
て
い

ま
す
。
議
員
の
皆
様
、
住
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
こ
の
石
井
町
が

さ
ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
日
本
人
の
誰
も
が
い
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
て
い
る
今
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
働
く
世
代
に
活
力
を
取
り
戻
す

こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
働
く
世
代
に
活
力
が
な
け
れ

ば
、
今
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
を
こ
れ
か
ら

支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
先
輩

方
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
社
会
は
、
先
輩
方
の
努
力
の

お
か
げ
で
よ
り
良
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
ま
で

こ
の
豊
か
な
社
会
を
形
成
し
て
き
て
く
れ
た
先
輩
方
に

心
か
ら
感
謝
し
な
が
ら
、
良
き
と
こ
ろ
は
見
習
い
、
見

直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
す
と
い
っ
た
精
神
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

未
来
へ
の
挑
戦
、

　
　
　
石
井
の
新
時
代
に
向
け
て

初登庁し花束を受け取る町長
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予
算
の
総
額

 　
　
　
　
　
　
 ６
７
４
万
６
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
給
与
集
中
管

２６

理
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
補
正
額
 　
 △
５
９
０
万
４
千
円

　
予
算
の
総
額

 　
　
 　
億
９
 
０
６
３
万
１
千
円

１１

●
平
成
　
年
度
石
井
町
後
期
高
齢
者

２６

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
補
正
額

 　
　
　
 △
２
 
２
５
４
万
３
千
円

　
予
算
の
総
額

 　
　
　
　
 ３
億
１
８
９
万
６
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
介
護
保
険

２６

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
補
正
額

 　
　
　
 △
７
 
７
０
２
万
６
千
円

　
予
算
の
総
額

 　
　
　
　
 　
億
８
 
２
１
２
万
円

２５

 ●
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て

　
専
決
処
分
し
た
公
用
自
動
車
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
額
の
決
定
及

び
和
解
に
つ
い
て
報
告
し
、
承
認

を
得
ま
し
た
。

 ●
石
井
町
長
等
政
治
倫
理
条
例
に

つ
い
て

　
公
正
で
民
主
的
な
町
政
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

町
長
等
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
規

，，，

，

専
決
処
分
事
項
の
報
告

条
例
の
制
定

律
の
基
本
と
な
る
事
項
を
規
定
す

る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

●
石
井
町
子
育
て
応
援
祝
金
支
給

条
例
に
つ
い
て

　
子
育
て
及
び
教
育
に
要
す
る
費

用
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
児
童
の

健
全
な
発
育
及
び
定
住
の
促
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
出
産

祝
金
及
び
入
学
支
度
金
を
支
給
す

る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

●
石
井
町
立
幼
稚
園
保
育
料
等
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施

行
に
伴
い
、
石
井
町
立
幼
稚
園
の

保
育
料
の
額
等
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

●
石
井
町
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
（
地
域
主
権
改
革
一
括

法
）
に
よ
り
介
護
保
険
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
包

括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る

基
準
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
に
つ
い
て

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
（
地
域
主
権
改
革
一
括

法
）
に
よ
り
介
護
保
険
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
指

定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

 ●
石
井
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
従
来

の
教
育
委
員
長
と
教
育
長
が
統
合

さ
れ
、
特
別
職
と
し
て
の
教
育
委

員
長
の
職
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、

ま
た
、
農
業
調
査
員
の
報
酬
額
に

つ
い
て
見
直
す
た
め
、
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料

及
び
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
従
来

の
教
育
委
員
長
と
教
育
長
が
統
合

条
例
の
一
部
改
正

さ
れ
、
新
た
に
特
別
職
の
教
育
長

と
な
る
た
め
、
そ
の
給
料
額
等
に

つ
い
て
規
定
す
る
た
め
、
本
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
し

て
、
人
事
院
勧
告
及
び
徳
島
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定

に
準
じ
た
改
定
を
行
う
た
め
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
長
の
在
任
期
間
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
石
井
町
長
の
在
任
期
間
に
つ
い

て
、
連
続
し
て
３
任
期
を
超
え
て

在
任
し
な
い
よ
う
改
正
す
る
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
　
年
法

１４

律
第
　
号
）の
一
部
改
正
に
伴
い
、

８８

法
律
名
が
改
め
ら
れ
た
た
め
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
保
育
委
託
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、

保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
よ
る
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
学
童
保
育
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
よ
る
児
童
福
祉
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
対
象
年
齢
が
拡
大
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
本
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

よ
り
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年

２７

２９

度
ま
で
の
介
護
保
険
料
を
定
め
る

と
と
も
に
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
開
始
日
に
つ

い
て
、
町
長
の
定
め
る
日
の
翌
日

と
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
（
地
域
主
権
改
革
一
括

法
）
に
よ
る
介
護
保
険
法
の
一
部

改
正
に
よ
っ
て
、
居
宅
介
護
支
援

に
関
す
る
基
準
は
都
道
府
県
の
条
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例
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

た
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

指
定
の
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
（
地
域
主
権
改
革
一
括

法
）
に
よ
る
介
護
保
険
法
の
一
部

改
正
に
よ
っ
て
、
指
定
介
護
予
防

支
援
事
業
者
の
指
定
の
条
件
に
つ

い
て
も
市
町
村
の
条
例
に
お
い
て

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
当

該
条
件
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
石
井
町
企
業
職
員
の
給
与
に
関

し
て
、
人
事
院
勧
告
及
び
徳
島
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
る
給
与
改

定
に
準
じ
た
改
定
を
行
う
た
め
、

本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

 ●
石
井
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の

定
数
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
石
井
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の

定
数
に
つ
い
て
、
限
定
数
よ
り
１

名
減
じ
て
法
定
数
と
す
る
た
め
、

条
例
の
廃
止

本
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
出
産
祝
金
支
給
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い

て　
出
産
祝
金
の
支
給
に
加
え
、
新

た
に
入
学
支
度
金
の
支
給
に
つ
い

て
規
定
し
た
石
井
町
子
育
て
応
援

祝
金
支
給
条
例
の
制
定
に
伴
い
、

本
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
保
育
の
実
施
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
よ
る
児
童
福
祉
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
、
保

育
に
欠
け
る
要
件
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
規

定
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、

本
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

 ●
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
石
井
　
号
線
（
石
井

５０

２
１
４
４－

３
～
石
井
２
４
９

６－

２
）
及
び
石
井
　
号
線
（
石

７６

井
９
５
３－

　
～
石
井
９
５
３

１２

－

　
）
を
町
道
に
認
定
す
る
た

１０
め
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

そ

の

他

 ●
石
井
町
教
育
委
員
会
教
育
長
任

命
の
同
意
に
つ
い
て

　
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
第
４
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
村
山
一
行
氏
（
平

島
）
を
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　
現
教
育
委
員
会
委
員
、
河
野
英

俊
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
そ
の
後
任

委
員
と
し
て
一
宮
英
真
氏（
石
井
）

を
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

 可
　
決

●
石
井
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
に
つ

い
て

 み
な
し
採
択

●
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の
制

定
を
求
め
る
請
願

人

事

議
員
提
出
議
案

請

願

 　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
町
議
会

２７

に
お
い
て
、
町
長
が
当
面
す
る
町

政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
所
信
を

述
べ
ま
し
た
。要
旨
は
、次
の
と
お

り
で
す
。

■
防
災
・
減
災
関
係

　
消
防
団
詰
所
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
町
内
　
箇
所
あ

２６

る
詰
所
の
う
ち
、
老
朽
化
し
た
と

こ
ろ
を
一
時
避
難
所
を
併
設
し
た

詰
所
に
新
築
し
て
い
ま
す
。
平
成

　
年
度
以
降
で
す
で
に
６
箇
所
の

２１整
備
を
完
了
し
、
現
在
は
５
箇
所

の
整
備
に
着
手
中
で
す
。
工
事
中

で
あ
る
の
が
、
浦
庄
分
団
第
２
部

（
上
浦
）、
浦
庄
分
団
第
３
部
（
諏

訪
）、
藍
畑
分
団
第
６
部
（
西
覚

円
）、
藍
畑
分
団
第
５
部
（
高
畑
）

で
あ
り
、
藍
畑
分
団
第
４
部
（
第

十
）
に
つ
い
て
は
設
計
中
で
す
。

　
次
に
、
災
害
時
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
の
整
備
計
画
の
内
容
に
つ
い

て
、
町
内
５
箇
所
の
小
学
校
屋
上

に
新
型
の
全
方
位
型
ス
ピ
ー
カ
ー

を
設
置
し
、
あ
わ
せ
て
役
場
庁
舎

に
こ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
鳴
ら
す
無

線
通
信
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま

す
。
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
は
、
現

時
点
で
は
　
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
の
デ

６０

ジ
タ
ル
同
報
無
線
の
整
備
を
第
一

に
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
無

線
整
備
に
つ
い
て
国
が
最
も
推
奨

す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
役
場
を

町
政
の
概
要

基
地
局
と
し
て
専
用
の
電
波
を
発

信
す
る
た
め
、
電
波
の
混
線
が
な

く
通
話
時
間
に
制
限
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
高
い
建
築
物
な
ど
で

電
波
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
財
源
に
つ
い
て
は
国
土

交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
予
定
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
災
害
対
策
と
し

て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の

情
報
を
記
載
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
や
、
各
公
民
館
分
館
・

防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
土
の
う

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
配
備
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

■
児
童
福
祉
事
業

　
石
井
町
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
石
井

西
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
（
西

高
原
）
は
、
開
発
許
可
等
の
許
認

可
手
続
き
は
終
了
し
、
認
定
こ
ど

も
園
建
築
に
伴
う
高
原
小
学
校
西

側
道
路
の
水
道
給
排
水
管
改
良
工

事
も
完
了
し
ま
し
た
。
用
地
買
収

が
完
了
次
第
、
造
成
工
事
に
着
手

し
平
成
　
年
４
月
に
は
開
園
で
き

２８

る
よ
う
引
き
続
き
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
石
井
中
認
定
こ
ど

も
園
整
備
（
石
井
）
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
幼
稚
園
用
地
を
含
め
５
 

７
０
０
㎡
程
度
の
用
地
確
保
を
想

定
し
て
、
基
本
設
計
業
務
を
設
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
事
業

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
幼
稚

園
部
分
の
園
舎
を
先
に
建
築
し
、

後
に
保
育
所
部
分
を
整
備
す
る
計 ，
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画
と
し
て
事
業
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
現
在
、
高
川
原
学
童
保

育
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
の
増
築
工
事

を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
　
年
度

２７

か
ら
は
２
学
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
す

る
施
設
と
し
て
運
営
す
る
予
定

で
、
こ
れ
に
よ
り
石
井
町
で
は
５

つ
の
学
区
に
７
つ
の
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
新
し
い
子
育
て
支
援
制
度

で
は
、
放
課
後
の
児
童
に
対
す
る

支
援
も
拡
充
さ
れ
ま
す
の
で
、
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
拡
充
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
建
設
課
関
係

　
国
土
交
通
省
道
路
局
所
管
補
助

事
業
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
に
よ
る
道
路
改
良
事
業
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算

２５

を
含
む
平
成
　
年
度
予
算
に
お
い

２６

て
、
町
道
石
井
１
２
３
号
線
に
つ

い
て
は
、
一
部
用
地
未
契
約
区
間

を
除
く
１
４
０
ｍ
間
の
改
良
工
事

を
２
つ
の
区
間
に
分
割
し
て
発
注

し
、
７
工
区
に
つ
い
て
は
工
事
が

完
了
し
、
８
工
区
に
つ
い
て
も
３

月
末
を
も
っ
て
完
了
し
ま
す
。
舗

装
工
事
に
つ
い
て
は
、
全
延
長
５

０
０
ｍ
の
う
ち
、
西
側
起
点
で
あ

る
町
道
石
井
１
８
８
号
線
か
ら
３

６
０
ｍ
を
３
分
割
発
注
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
道
路
用
地
買
収
の
進

捗
率
は
　
％
と
な
っ
て
お
り
、
今

９６

後
も
継
続
し
て
用
地
交
渉
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
の
平
成
　
年
度
新
規
事
業
と

２７

し
て
、
石
井
環
状
道
路
の
一
部
で

あ
る
町
道
石
井
１
２
３
号
線
終
点

の
旧
農
大
跡
地
か
ら
国
道
１
９
２

号
線
ま
で
の
区
間
、
町
道
石
井
　５０

号
線
改
良
事
業
の
着
手
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
町
道
高
原
　
号
線
改
良
事
業
に

３３

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
３
月
現
在

２７

で
進
捗
率
は
　
％
と
な
っ
て
い
ま

６５

す
。
残
り
の
用
地
買
収
　
件
　
筆

１０

２０

つ
い
て
も
継
続
し
て
用
地
交
渉
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
次
に
防
災
・
安
全
交
付
金
に
つ

い
て
、
石
井
町
が
管
理
す
る
長
さ

　
ｍ
以
上
の
橋
梁
の
長
寿
命
化
工

１５事
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
平
成

　
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算
に
よ

２５り
、
本
条
橋
、
中
央
橋
、
高
浦
大

橋
の
３
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
に
つ

い
て
、
３
月
末
を
も
っ
て
完
了
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
　
年
度
予
算

２６

で
は
、
八
坂
橋
と
関
西
橋
の
２
橋

に
つ
い
て
の
補
修
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
八
坂
橋
に
つ
い

て
は
損
傷
箇
所
の
確
認
調
査
の
結

果
、
補
修
工
事
が
困
難
と
な
っ
た

た
め
、
引
き
続
き
詳
細
設
計
業
務

を
発
注
し
、
関
西
橋
に
つ
い
て

は
、
補
修
工
事
を
３
月
末
に
完
了

し
ま
す
。
平
成
　
年
度
予
算
で

２７

は
、
八
坂
橋
補
修
工
事
関
係
及
び

石
井
町
が
管
理
す
る
橋
長
２
ｍ
以

上
　
ｍ
未
満
の
橋
梁
３
２
４
橋
の

１５

う
ち
　
橋
に
つ
い
て
橋
梁
点
検
を

９０

行
う
予
定
で
す
。

■
い
き
い
き
農
業
振
興
課
関
係

　
平
成
　
年
産
米
の
生
産
数
量
目

２７

標
数
量
と
し
て
徳
島
県
よ
り
２
 

７
５
２
・
２
ト
ン
の
配
分
が
あ
り
、

町
内
の
全
農
家
に
作
付
け
目
標
を

提
示
し
、
経
営
所
得
安
定
対
策
な

ど
の
加
入
申
請
を
行
い
、
転
作
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
　
ま
た
、
平
成
　
年
度
も
経
営
の

２７

不
安
定
な
初
期
就
農
段
階
の
青
年

就
農
者
に
対
し
、
青
年
就
農
給
付

金
事
業
を
実
施
し
、
就
農
意
欲
の

喚
起
と
就
農
後
の
定
着
を
図
る
、

農
業
の
担
い
手
支
援
対
策
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

　
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
度
よ
り
現
地
調
査
の
外

２５

部
委
託
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
平

成
　
年
度
は
災
害
対
策
関
連
に
て

２７
藍
畑
字
高
畑
地
区
と
石
井
地
区
の

一
部
を
実
施
し
ま
す
。

■
健
康
増
進
事
業

　
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
平
成
　２７

年
度
も
　
歳
以
上
の
方
（
子
宮
が

４０

ん
検
診
の
み
　
歳
以
上
の
方
）
を

２０

対
象
に
、
全
て
の
が
ん
検
診
を
無

料
で
実
施
し
ま
す
。
個
別
検
診
の

ほ
か
、
集
団
検
診
を
春
と
秋
に
分

け
、
春
は
５
月
・
６
月
に
中
央
公

民
館
で
３
回
、
各
地
区
公
民
館
分

館
で
そ
れ
ぞ
れ
２
回
ず
つ
の
合
計

　
回
と
、
秋
は
　
月
・
　
月
に
４

１１

１１

１２

回
の
集
団
検
診
を
予
定
し
て
い
ま ，

す
。
な
お
、
少
し
で
も
受
診
者
の

方
の
利
便
を
図
る
た
め
、
個
別
の

案
内
通
知
は
も
ち
ろ
ん
、
事
前
検

診
日
登
録
制
、
休
日
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
　
年
度
も

２７

石
井
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

特
定
健
康
診
査
と
が
ん
検
診
を
秋

に
２
日
間
同
時
実
施
予
定
で
す
。

少
し
で
も
多
く
の
方
に
検
診
を
受

け
て
い
た
だ
き
、
が
ん
の
早
期
発

見
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
町
営
住
宅

　
新
石
井
中
住
宅
団
地
の
構
想
と

し
て
は
４
階
建
て
　
戸
、
間
取
り

２０

は
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
考
え

て
お
り
、
町
営
住
宅
の
改
善
に
取

り
組
む
た
め
、
平
成
　
年
度
当
初

２７

予
算
に
実
施
設
計
委
託
料
を
計
上

し
て
い
ま
す
。ま
た
、中
央
北
住
宅

団
地
の
耐
震
診
断
で
す
が
、
建
物

本
体
は
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し

た
が
、
屋
上
の
受
水
槽
の
架
台
の

取
り
替
え
が
必
要
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
を
受
け
、平
成
　
年
度

２７

に
外
壁
塗
装
並
び
に
屋
上
防
水
を

含
む
耐
震
改
修
及
び
長
寿
命
化
工

事
設
計
業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

■
新
教
育
委
員
会
制
度

　
石
井
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の

定
数
に
つ
い
て
、
現
定
数
よ
り
１

名
減
じ
て
法
定
数
と
す
る
た
め
に

石
井
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し
ま

す
。
教
育
の
政
治
的
中
立
性
、
継

続
性
・
安
定
性
を
確
保
し
つ
つ
、

地
方
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
の

明
確
化
、
迅
速
な
危
機
管
理
体
制

の
構
築
、
首
長
と
の
連
携
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
に
対
す

る
国
の
関
与
の
見
直
し
を
図
る
た

め
、
い
わ
ゆ
る
新
教
育
委
員
会
制

度
を
平
成
　
年
４
月
１
日
よ
り
施

２７

行
し
ま
す
。

■
社
会
教
育
課
関
係

　
公
民
館
関
係
に
つ
い
て
、
当
初

予
算
に
藍
畑
分
館
の
新
築
に
か
か

る
工
事
請
負
費
を
計
上
し
て
お

り
、
平
成
　
年
度
内
の
早
期
完
成

２７

を
目
指
し
ま
す
。

　
文
化
財
関
係
に
つ
い
て
は
、
阿

波
国
分
尼
寺
跡
の
基
盤
整
備
工
事

を
行
い
、
山
ノ
神
古
墳
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
発
掘
調
査
を
行
い

ま
す
。ま
た
、平
成
　
年
度
は
、町

２７

指
定「
童
学
寺
庭
園
」整
備
費
補
助

金
を
交
付
し
、童
学
寺
庭
園「
逍
遙

園
」
の
保
存
に
努
め
文
化
的
活
用

を
図
る
た
め
、
庭
園
内
の
樹
木
整

備
・
園
路
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

　
高
川
原
福
祉
会
館
に
つ
い
て

は
、
耐
震
改
修
・
改
造
工
事
を
行

い
ま
す
。
工
事
期
間
は
、
平
成
　２７

年
７
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
の
５

１１

３０

ヵ
月
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。

　
体
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
ド
ー

ム
備
品
管
理
費
に
ウ
ォ
ー
カ
ー
と

ク
ラ
イ
マ
ー
の
購
入
費
を
計
上

し
、
町
民
の
方
々
の
体
力
向
上
と

健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。



第１８４号 広 報 い し い （６）平成２７年５月１５日

職を支援する制度です。徳島公共
職業安定所では、求職者支援訓練
の受講に関する説明会を次のとお
り開催します。ぜひご参加くださ
い。（事前予約不要）
●「求職者支援訓練受講説明会」
の開催日時
６月１０日（水）１０時～１１時３０分
６月２４日（水）１０時～１１時３０分
７月８日（水）１０時～１１時３０分
７月２２日（水）１０時～１１時３０分
●問 徳島公共職業安定所（徳島市出来島
本町１丁目５番地）　☎６２２－６３７４

 

 

日　時　５月２６日（火）
　　　　午後１時～午後４時
場　所　中央公民館２階実習室
相談人数　５名（先着順）
相談時間　１人約３０分
受付期間　５月１９日～２１日
　　　　　（午前８時３０分～午後５時）
申込方法　総務課へ電話でお申し
込みください。
※原則として、初回の方を優先さ
せていただきます。
●問 総務課　☎６７４－１１１１

 

日　時　５月２１日（木）
　　　　６月１８日（木）
　　　　７月１６日（木）
健康相談（要予約）
　　　　　午後１時～午後３時
体操教室　午後３時～午後４時
場　所　保健センター
対　象　町内在住の４０歳以上の方
参加費　無料
●問 保健センター　☎６７４－０００１

 

　児童手当の全受給者を対象とし
て６月上旬に用紙を送付します。
現況届は引き続き手当を受給でき
るかどうかを確認するためのもの
で、忘れずに手続きをお願いしま
す。現況届を提出しないと、児童
手当の支給が止まってしまいます
のでご注意ください。
　なお、公務員の方は勤務先での
手続きとなりますので、ご確認し
てください。
●問 すくすく子育て課　☎６７４－１６２３

暮　ら　し

弁護士による町民無料法律相談

健康相談・体操教室

児童手当現況届について

 

　平成２７年度の国民健康保険税
は、国の税制改正により課税限度
額の変更がありました。なお、税
率の変更はありません。

●問 税務課　☎６７４－１１１５

 

　軽自動車税の減免申請をされる
方は、減免を受けようとする年度
の５月１日から納期限（通常は５
月３１日、土曜・日曜にあたる場合
は、翌月曜日）の７日前までに申
請してください。申請は毎年度し
てください。期限を過ぎてからの
申請は受け付けられませんので、
ご注意ください。
　平成２７年度は、５月２５日（月）
までに申請してください。
●問 税務課　☎６７４－１１１５

 

　平成２７年度の自動
車税の納期限は６月
１日（月）です。
◎「納税証明書」は、車検の際に必要
ですので、大切に保管してください。
●問 東部県税局自動車税庁舎

　☎６４１－２３２３

 

　家の建て替えやリフォーム等に
より、既設の「単独処理浄化槽」
または「汲み取り便所」から、「合
併処理浄化槽」に転換する場合、
費用の一部を補助しています。 
補助金額
転換補助金　５人槽…３３２，０００円
　　　　　　７人槽…４１４，０００円
　　　　　　１０人槽…５４８，０００円
撤去費補助金（完全に撤去した場合に追加補助）
単独処理浄化槽…９０，０００円
汲み取り槽…１００，０００円
受付期間　工事を行う年度の４月～１月
（必ず工事の着工前に申請してください。）
◎補助基数には制限があります。
●問 福祉生活課　環境対策係

　☎６７４－１１１６

国民健康保険税のお知らせ

身体障がい者等に対する
軽自動車税の減免申請について

自動車税は納期内に

合併処理浄化槽への転換に補助

 

 

　平成２７年４月１日よ
り、生活困窮者自立支援
事業として、くらしサポ
ートセンター石井が開設
されました。皆さんのま
わりでおこる、さまざまな心配ご
とや、相談ごとに包括的に対応し
ます。ひとりで悩まず勇気をだし
て、一度、ご相談ください。
●問 くらしサポートセンター石井
（石井町社会福祉協議会内）

☎６７４－０１３９

 

　５月５日～１１日は、「民生委員・
児童委員の日　活動強化週間」で
す。民生・児童委員は、関係機関
とのパイプ役となり地域の皆さん
の様々なご相談に応じます。一人
で悩まずに、お気軽にお近くの民
生・児童委員にご相談ください。
担当の民生・児童委員をご存知で
ない場合は、福祉生活課（☎６７４－
１１１６）までお問い合わせください。

 

　石井町では、町外にお住まいの
「石井町を応援したい」と思って
いる方からの寄附金を募集してい
ます。ぜひ、「ふるさと納税は石
井町へ」とＰＲをお願いします。
ふるさと納税は、寄附をすること
で所得税とお住まいの市町村の住
民税から一定の控除を受けること
ができます。
　ふるさと納税の仕組み、寄附金の
使い道や寄附金申込書のダウンロ
ードなど詳しくは、石井町ホームペ
ー ジ（http://www.town.ishii.lg.jp/）
をご覧ください。
●問 総務課　☎６７４－１１１１

高川原福祉会館だより

とくしま・くらしサポート
センター石井が開設

広げよう　地域に根ざした　思いやり

ふるさと納税で石井町を応援してください

【課税限度額の変更】 
  平成２６年度    平成２７年度 
医療分 ５１万円  ５２万円
支援分 １６万円 １７万円
介護分 １４万円 １６万円

計 ８１万円 ８５万円

「成年後見」無料相談
5月23日（土）・6月27日（土）日　程

午後3時～午後5時時　間
行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）相談員
高川原福祉会館・多目的室☎６７４－０４０３場　所

人権相談職業相談
6月1日（月）
7月9日（木）

5月19日（火）
7月16日（木）日　程

午後1時～4時午後1時半～3時半時　間
石井町人権擁護委員ハローワーク職員相談員



（７） 平成２７年５月１５日　第１８４号広 報 い し い

日　時　５月２４日（日）
　　　　午前９時～１０時
※小雨決行。悪天候の場合は、５
月３１日（日）へ延期
場　所　石井町内全域
▽お住まいの地域内（道路・公園・
広場など）で、ゴミ拾いなどの清
掃活動にご協力をお願いします。
ゴミ集積場所　お近くの公民館分
館（ただし、高川原地区は役場正
面駐車場）または清掃センター（正
午まで受付）
●問 福祉生活課　☎６７４・１１１６

日　時　５月１７日（日）
　　　　午前１０時～午後２時
場　所　OKいしいパーク（飯尾
川公園）グラウンド
対　象　幼児、小学生など
内　容　ダンス、昔あそび、子育
て防災コーナー、お仕事体験など
☆先着２００名様にパットライス進呈予定
主　催　石井町はぐくみ子育て応援団
●問 石井町社会福祉協議会

☎６７４－０１３９

 

　馬頭琴と語りのユニット「馬の
宅Ｑ便」を講師にむかえ、モンゴ
ルのお話や馬頭琴とピアノによる
モンゴル曲演奏をお楽
しみください。
日　時　５月２３日（土）
　　　　午後２時～午後４時
場　所　高川原福祉会館
入場料　無料
主　催　石井町国際交流協会
●問 教育委員会学校教育課

☎６７４－７５０５

石井町国際交流協会 記念講演

 

　いしいスポーツクラブでは、地
域の皆さんに健康で楽しい日々を
過ごしていただくため、「マラソン
挑戦講座」を開催します。テレビ
解説者でおなじみの金哲彦さんを
年４回講師にお願いしています。
第１回　６月２８日（日）
　　　　午前１０時～
　　　　（年間４２回実施予定）
場　所　ＯＫいしいパーク（飯尾川公園）
参加者　町内外を問わずどなたでも
参加費　有料
●問 いしいスポーツクラブ　☎６７４－３０８１

 

日　時　７月１２日（日）　
　　　　午前１０時～午後１時４０分
場　所　石井町中央公民館
内　容　健康に関する講演会/健
康づくりコーナー（簡易血糖値〔Ｈ
ｂＡ１ｃ〕検査および結果説明、
各種展示等）
　他にも様々なコーナーを予定し
ています。
☆入場は無料で（整理券不要）、講
演会から参加される方には軽食（先
着４５０名様）をご用意しています。
☆石井町健康マイレージ対象事業
●問 保健センター　☎６７４－０００１

 

　石井町戦没者追悼式は例年５月
に開催しておりましたが、平成２７
年度から１０月へ変更になりました。
●問 福祉生活課　☎６７４－１１１６

 

 

　徳島ファミリー・サポート・セ
ンターは、「子育ての応援をして
ほしい」と思う方、「少しは子育て
の応援ができる」と思う方が会員
登録をし、子育ての相互援助を有
料で行うところです。（会員登録
は無料です。）
●出張説明・登録会を開催します
日　時　５月１７日（日）
　　　　午前１０時～午後２時
場　所　OKいしいパーク（飯尾
川公園）みらいフェスタ in いしい

マラソン挑戦講座

平成２７年度　いきいき健康
フェスティバル in いしい

石井町戦没者追悼式

募　　集

徳島ファミリー・サポート・センター
出張説明・登録会

会場内にて　
◎印鑑をお持ちください。
●問 徳島ファミリー・サポート・セ
ンター☎６１１－１５５１または、すく
すく子育て課☎６７４－１６２３

 

対　象　町内の次の要件をすべて
満たす木造住宅
①町が定めた基準日以前に着工
②３階建てまで（共同住宅も含む）
③現在居住していること
④申込者が町税等を滞納していないこと
申込者　対象となる住宅の所有者
（共同住宅の場合は居住者の同意が必要）
受付期間　１２月２８日まで
　　　　　（土・日・祝日を除く）
募集戸数　６０戸（先着順）
自己負担金　無料
●問 いのちを守る防災・危機対策課

☎６７４－１１７１

 

対　象　町が実施した耐震診断で
「倒壊する可能性が高い」と判定
された住宅を、「一応倒壊しない」
に改修する工事（県の講習を受け
た業者による工事に限る）
補助金額　上限６０万円

（改修工事費の２／３以内）
募集戸数　１８戸（先着順）
受付期間　１１月３０日まで
　　　　　（土・日・祝日を除く）
●問 いのちを守る防災・危機対策課

☎６７４－１１７１

 

　町民の皆さんの健康づくりを支
援するために、健康づくりボランテ
ィア「がん対策保健推進員」が活躍
しています。町内にお住まいの４０
歳以上の方で、がん対策保健推進員
として活動してみたいという方は、
養成講座を受講してください。
日　時　７月１５日（水）
　　　　午前９時１５分～１１時３０分
場　所　保健センター
●問 受講希望者は、保健センター（☎
６７４－０００１）までお申し込みください。

 

　求職者支援制度は、雇用保険を
受給できない求職者の皆さんを対
象に、職業訓練（介護・パソコン・
医療事務）などを通じて、早期就

木造住宅耐震診断募集

木造住宅耐震改修費補助金

がん対策保健推進員養成講座

求職者支援制度をご存じですか

「お知らせ」は、こちらからお読みください

町内一斉清掃にご協力を

Information

お知らせ

催　　し

みらいフェスタ in いしい
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そ
れ
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て
、
本
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も
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「
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ョ
ン
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略
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、
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成
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年
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ら
平
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少
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や
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で
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。
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れ
に
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て
、
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成
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年
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国
の
補

正
予
算
に
お
い
て「
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
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活
等
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交
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金
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地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
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地

方
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先
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型
」
に
分
け
て
創
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れ
、
本
町
で
は
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

多子世帯の子育てに係る経済的負担の軽
減を図り子どもを育てやすい環境づくり
を推進するため、2人以上の児童を育て
ている世帯に対し保育料を補助します。

　同一世帯に幼稚園年少から小学校3年生までの範囲内において、子どもが2人以上いる世帯
対 象 世 帯

　石井町に住所を有する児童／石井町立幼稚園に入園している児童／多子世帯の2人目に該当する児童
※申請時期等、詳しくは幼稚園を通じてお知らせします。

（次のすべてを満たす者）対 象 児 童

《第 1弾》完売しました。
《第 2弾》秋頃に第 2弾プレミアム付き商品券を発行予定です。詳細は、広報いしい 9月号に掲載
を予定しています。

地域経済の好循環を図るため、
プレミアム付き商品券を2弾に
わたり発行します。

　石井町商工会　☎６７４－０１２９問

　学校教育課　☎６７４－７５０５問

　すくすく子育て課　☎６７４－１６２３問

出産祝金及び入学支度金を支給することにより、子
育てや教育に要する費用負担の軽減を図り、児童の
健全な発育及び定住を促進します。

出産祝金

　出産時において母親が1年以上前から引き続き、石井町の住民基本台帳に記録されている方で、
出産後も石井町に居住する意思を有すること。ただし、第1子については父親が石井町に1年以上
居住しているときは、母親の石井町における居住期間の要件を適用しません。

支 給 要 件

石井町の新しい農産物の栽培や農産物を活用した加工
品等の研究・開発を支援し、農業振興を図ります。

◆新規作物及び新栽培技術導入チャレンジ事業
　収益性の高い新規作物の導入及び農産物の品質向上や労働力の省力化に向けた新栽培技術導入
にチャレンジする意欲的な取り組みを支援します。

◆農産物加工チャレンジ事業
　町内農産物等を活用した加工研究による地域特産品の開発にチャレンジする意欲的な取り組み
を支援します。

　第1子は3万円・第2子は5万円・第3子は10万円
　※平成27年4月1日以降の出産児について適用
（子の順位は、出生児と同居し養育又は監護する同
一世帯において出産した順位です。）

支 給 額

　出産した日から90日以内に申請を
してください。
申請に必要なもの…印鑑、預金通帳
（出産した母親の名義）の写し

申 　 　 請

入学支度金

　2月1日を基準日とし、1年以上前から引き続き、石井町の住民基本台帳に記録されているひとり親。
※平成28年4月入学以降の児童について適用

支 給 要 件

　小学校入学時又は中学校入学時にそれぞれ3万円

※その他用件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

※4月より受付を実施していますが、予算に限りがありますので、詳しくはお問い合わせください。

支 給 額

　当該児童が小学校又は中学校へ入学を予定
する年の2月中に申請してください。
申請に必要なもの…印鑑、預金通帳の写し

申 　 　 請

　いきいき農業振興課　☎６７４－１１１８問

地

方

創

生

石井町特産品開発
チャレンジ事業

プレミアム付き地域商品券事業

石井町立幼稚園における
多子世帯保育料軽減事業
【第２子保育料が無料になります】

石井町子育て応援
祝金支給制度
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

・平成27年4月1日以後に婚姻の届出をし、当日以後に民間賃貸住宅の賃貸借契約を結んでいること。
・夫婦のいずれかが居住する民間賃貸住宅に係る賃貸借契約の借主であること。
・夫婦がともに町内の民間賃貸住宅に居住し、その所在地に住所を定め、住民票への記載がなされていること。
・住宅扶助その他公的制度による家賃補助を受けていないこと。
・世帯全員が町に納付すべき税及び家賃を滞納していないこと。
・夫婦のいずれもがこの補助金の交付を受けたことがないこと。

若者の結婚の希望をかなえるとともに石井町への移住定住の促進を図るた
め、町内の民間賃貸住宅に入居する、婚姻届を提出してから1年以内の夫婦と
もに40歳未満の新婚世帯に対し、最大24カ月、家賃を助成します。

新婚世帯向け家賃補助制度

対象世帯

　助成上限額は月額 1 万円とし、下記の要件を満たす場合は 5 千円を加算します。ただし、家賃から住宅手当を差し引
いた実質家賃額が助成上限額未満の場合は、実質家賃額を限度とします。（千円未満切り捨て）
　【加算要件】夫婦ともに町外から転入してきた場合、町外から転入してきた 2 人が転入後 3 カ月以内に婚姻した場合

助 成 上 限 額

　町内に存在する戸建ての住宅並びに併用住宅で、居住し
なくなった日から 6 ヶ月以上経過した中古住宅

町内の施工業者を利用した空き家のリフォーム工事
に補助金を交付します。（未着工のものに限る）

空き家リフォーム助成事業補助制度

補助対象住宅

⑴　町外からの移住者
　　　補助対象工事費（税抜）の 50%で、最高50万円
⑵　移住者以外
　　　補助対象工事費（税抜）の 50%で、最高30万円

補 助 金 額

　工事完了後半年以内に、空き家に転居又は転入し、5年
間以上空き家を適正に管理することを誓約できる方/空き家
を現に取得又は借用している方/町税を滞納していない方

申 込 資 格

　往復はがきに下記を記入の上、建設課へ郵送してください。（①～⑥まで共通事項）
　①住所、②氏名（ふりがな）、③電話番号、④施工予定業者名（住所、電話番号）、⑤施工予定の詳細な内容、⑥予定工事費（税
抜）、※空き家リフォーム…⑦予定家屋の場所、⑧町外からの移住者かどうか
　　※住まいのリフォーム…⑦多世帯同居を目的とするかどうか

申 込 方 法

　本町へ移住（Ｕターン・Ｉターン）した個人または世帯（転入前の住所は、県内・県外・国外を問いません。）

本町への移住や定住を促進するための、移住・定住情報を掲載したパンフレットの作
成、石井町ホームページに移住・定住情報コーナーを作成します。既に本町へ移住して
いる方の声を情報発信に取り入れたいので、ご協力をいただける方を募集します。

移住・定住促進事業

対  象  者

　本町での暮らしの感想、移住の先輩としてアドバイス等について取材させていただき、パンフレットやホームページに「移
住者の声」として掲載します。（写真撮影有り。）

内 　 　 容

　総務課へ電話でお問い合わせください。申 込 方 法

詳しくは、石井町ホームページまたは総務課　☎６７４－１１１１問

町内の施工業者を利用した個人住宅のリフォーム
工事に補助金を交付します。（未着工のものに限る）

住まいのリフォーム応援事業補助制度

①　施工業者が町内のものであり、工事費（税抜）20
万円以上のもの（未着工のものに限る）

②　新たに多世帯同居を開始する者又は多世帯同居の
世帯数が 1 以上増加する者

補 助 対 象

⑴　対象①のみ満たす者
　　　補助対象工事費（税抜）の20%で、最高20万円
⑵　対象①及び②を満たす者
　　　補助対象工事費（税抜）の30%で、最高30万円

補 助 金 額

　石井町に住民登録をしている人で、引き続き1年以上
居住している方/町税を滞納していない方/以前に類似
の補助金制度を利用したことのない方

申 込 資 格

〒779－3295　石井町高川原字高川原121番地1　石井町役場建設課申 込 先

申込ハガキは、1世帯につき1通を厳守とし、申込者多数の場合は、公開抽選となります。
6 月19日（金）まで[当日消印有効]応 募 締 切

　詳しくは、石井町ホームページまたは建設課　☎６７４－１１１７問
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６５歳以上の方の介護保険料が変わります
　介護保険制度では、各市町村が高齢者人口や介護サービスの利用を推計し、３年ごとに介護保険料の見直
しを行っています。平成２７年度は見直しの年で、町が定める基準額を基に、町民税の課税状況に応じて、次の
とおり９段階へ変更となります。今回の見直しで、石井町の介護保険料基準額（平成２７年度～平成２９年度）は、
月額５,２００円から５,５００円に改定になります。 

●問 長寿社会課　☎674－6111

　第６期計画期間における石井町介護保険料（年額）

石井町保険料（年額）対　　象　　者段階

２９,７００円
（基準額×０.４５）

・生活保護受給者
・本人及び世帯全員が町民税非課税で、老齢福祉年金受給者または前
年の合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の人

第１段階

４９,５００円
（基準額×０.７５）

本人及び世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が８０万円超１２０万円以下の人

第２段階

４９,５００円
（基準額×０.７５）

本人及び世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が１２０万円超の人

第３段階

５９,４００円
（基準額×０.９）

本人が町民税非課税で、世帯内に町民税課税者がいる場合のうち、合
計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の人

第４段階

６６,０００円
（基準額）

本人が町民税非課税で、世帯内に町民税課税者がいる場合のうち、合
計所得金額＋課税年金収入額が８０万円超の人

第５段階

７９,２００円
（基準額×１.２）

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円未満の人第６段階

８５,８００円
（基準額×１.３）

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円以上１９０万円未満
の人

第７段階

９９,０００円
（基準額×１.５）

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が１９０万円以上２９０万円未満
の人

第８段階

１１２,２００円
（基準額×１.７）

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が２９０万円以上の人第９段階

　第１号被保険者（６５歳以上）の人の介護保険料は所得に応じて決まります

 
 

 
 

 

第１段階 

第２段階 
第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

第７段階 

第８段階 

第９段階 

 

 

世帯の中に住民
税を納める人は
いますか？ 

はい 

いいえ 
いいえ 

はい はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ

はい いいえ

いいえ 

スタート

生活保護を受けていますか？

本人は住民税を納め
られていますか？

老齢福祉年金を受給していますか？

前年度の合計所得
額と課税年金収入
額の合計金額は？ 

80万円以下 
80万円超～120万円以下
120万円超 

本人の合計所得金
額と収入合計が80
万円以下ですか？

前年度の合計所得金額が120万円未満

前年度の合計所得金額が120万円以上～190万円未満

前年度の合計所得金額が190万円以上～290万円未満

前年度の合計所得金額が290万円以上
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　消費税率の引上げによる影響を緩和するため、平成27年度も『臨時福祉給付金（簡素な給付措置）』・『子育て世帯臨
時特例給付金』を支給します。
　基準日（臨時福祉給付金は平成27年1月1日・子育て世帯臨時特例給付金は平成27年5月31日）に石井町に住民登録
をされている方で、支給要件に該当する方が対象となります。
　石井町における申請・支給手続等については現在準備中です。
　具体的な申請の受付時期・手続等は決まり次第、広報やホームページ等でお知らせする予定です。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金について臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金について

両給付金の『振り込め詐欺』や『個人情報の詐取』にご注意ください。

●申請方法に関するお問い合わせ
　石井町役場　総務課「臨時福祉給付金」窓口　　　　　　　　　　　　　☎674－1111
　　　　　　　すくすく子育て課「子育て世帯臨時特例給付金」窓口　　　☎674－1623

●制度に関するお問い合わせ 
　厚生労働省　　2つの給付金に係る専用ダイヤル ： 0 5 7 0－ 0 3 7－ 1 9 2

み  な 　　いいきゅうふ

問い合わせ先

所得の低い方の負担を緩和します。

●支給対象者
  平成27年度分の
　住民税（均等割）が課税されていない方が対象です。
　ただし、   ・課税されている方の扶養親族等である場合
　　　　　　・生活保護の受給者である場合　 

などは除きます。

●支給額
  １人につき　6,000円（加算措置なし）

臨時福祉給付金

子育て世帯の負担を緩和します。

●支給対象者
　基準日における平成27年6月分の児童手当（特
例給付を除く。）の受給者及び用件を満たす者

 ・支給対象者の平成27年6月分の児童手当（特例給
付を除く。）の対象となる児童

 ・臨時福祉給付金対象者等を含む
●支給額
　対象児童１人につき　3,000円

●対象児童

子育て世帯臨時特例給付金

　平成２６年度税制改正により、平成２７年４月１
日から税率が変更となりました。　
※ただし、原動機付自転車・二輪車・小型特殊
自動車に係る税率については、適用開始を１年
間延期し、平成２８年度より変更となります。

平成２８年度平成２７年度車種区分
２,０００ 円１,０００ 円５０cc以下

原　　付
２,０００ 円１,２００ 円５０cc超９０cc以下
２,４００ 円１,６００ 円９０cc超１２５cc以下
３,７００ 円２,５００ 円ミニカー
３,６００ 円２,４００ 円１２５cc超２５０cc以下軽 二 輪
６,０００ 円４,０００ 円２５０cc超小型二輪
２,０００ 円１,６００ 円農耕作業用

小型特殊
５,９００ 円４,７００ 円その他のもの

㊟平成２８年度以降、毎年４月１日現在に新規検査から１３年を経過したもの
㊟動力源又は内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用の軽自動車並びに被けん引車を除く

新規検査から
１３年経過したもの ㊟

平成２７年４月１日以降
に新規検査を受けたもの

平成２７年３月３１日以前
に新規検査を受けたもの車種区分

４,６００ 円３,９００ 円３,１００ 円三輪
軽
自
動
車

１２,９００ 円１０,８００ 円７,２００ 円自家用
乗用四

輪
以
上

８,２００ 円６,９００ 円５,５００ 円営業用
６,０００ 円５,０００ 円４,０００ 円自家用

貨物
４,５００ 円３,８００ 円３,０００ 円営業用

軽自動車税の
税制改正について

●問 税務課　☎674－1115



第１８４号 広 報 い し い （１２）平成２７年５月１５日

平成２７年中に、金婚・ダイヤモンド婚になる夫婦を募集します
　　　敬老会・金婚者激励会を行う年中に該当となる方
　　　　　　金婚（結婚５０年）　　　　　　婚姻の日　昭和４０年１月～昭和４０年１２月
　　　　　　ダイヤモンド婚（結婚６０年）　婚姻の日　昭和３０年１月～昭和３０年１２月
　

金婚者激励会対象者届出書

　　上記のとおり、（　金婚　・　ダイヤモンド婚　）に該当するので届け出ます。　
平成２７年　　　月　　　日　　　

　　　　　石　井　町　長　殿
届出者　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　

　　※注意（広報いしい版）
　　過去に申請を行なっていない方は、経過していても届出は可能です。
　　結婚の日については、夫婦で決めた日で届出していただきますので各種証明は不要です。
　　石井町の住民であることのみ確認させていただきます。
　　この様式の写（コピー）での届出で問題ありません。　　　　●問 長寿社会課　☎674－6111

妻夫
ふ り が な

氏　 　 名

昭和　　　　年　　　　月　　　　日昭和　　　　年　　　　月　　　　日生 年 月 日

石井町
住　 　 所

　　　　　　　　　　　　電話　　　　　－
昭和　　　　　年　　　　　月　　　　　　日結 婚 年 月 日

備　　　考

病児・病後児保育の広域利用のご案内病児・病後児保育の広域利用のご案内

■利用料金　１人当たりの日額　１，８００円
　　　　　　（お住まいの市町村における生活保護世帯及び市町村民税非課税世帯は無料、所得税非課税世帯は９００円）
■お問い合わせ先　各実施施設、または石井町役場すくすく子育て課（☎674－1623）まで

　おおむね１０歳未満のお子さんが病気中や病気の回復期にあって、かつ保護者が就労している等の理由により
家庭で保育ができないときに、お子さんを一時的に預かる「病児・病後児保育事業」を実施しています。
■対象者　徳島市、小松島市、石井町、勝浦町、佐那河内村、神山町、松茂町、北島町、藍住町、板野町、
　　　　　上板町にお住まいの おおむね１０歳未満のお子さん
■実施施設　※お住まいの市町村に関係なく、どの実施施設でも利用することができます。

利用できる日時施設名・所在地・電話番号
月～金曜日　８：３０～１８：００
土曜日　　　８：３０～１７：００
※日曜日、祝日及び８月１２日～８月１５日、
１２月２９日～１月３日は除く。
（ひなたクリニックは土曜日１４：００までの
実施となります。）

藤岡クリニック　徳島市昭和町８丁目６６ 　　　　　　 ☎（088）622－0012
田山チャイルドクリニック　徳島市北矢三町３丁目３－４１ 　 ☎（088）633－2055
愛育小児科　徳島市国府町桜間字登々路８－１ 　　　 ☎（088）612－7795
えもとこどもクリニック　徳島市北沖洲３丁目１－２４ 　 ☎（088）664－8580
ひなたクリニック　徳島市応神町古川字戎子野８１－４ 　 ☎（088）678－5461

月～金曜日　７：３０～１８：３０
土曜日　　　８：３０～１６：３０
※日曜日、祝日及び１２月２９日～１月３日は除く。

徳島赤十字乳児院　小松島市中田町字新開２－２ 　　 ☎（0885）32－0555

月～土曜日　８：３０～１８：００
※日曜日、祝日及び年末年始は除く。伊勢内科小児科　名西郡石井町石井字石井７２６－７ 　　 ☎（088）675－0535
日～金曜日　８：３０～１８：００
土曜日　　　８：３０～１７：００
※日曜日、祝日及び１２月２９日～１月３日は除く。

北島こどもクリニック　板野郡北島町中村字東堤ノ内19－1
  ☎（088）697－2281（8:00～9:00）　☎（088）697－2221（9:00～）

月～金曜日　８：３０～１８：００
土曜日　　　８：３０～１２：３０（前日予約のみ）
※日曜日、祝日及び休診日は除く。

富本小児科内科　板野郡藍住町東中富字東傍示10－4 　 ☎（088）678－2111

様式第１号（第６条関係）



（１３） 平成２７年５月１５日　第１８４号広 報 い し い

★事業系ごみは収集しません　★事業系ごみは収集しません！！ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　事業所から出るごみは、家庭から出るごみと同じものであっても、町は収集しません。清掃センターへ有料で持ち釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
込むか、一般廃棄物許可業者に有料で引き取ってもらうようお願いします。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

★燃やせないごみ？資源ごみ『プラ』　★燃やせないごみ？資源ごみ『プラ』？？ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　フライパンや鍋、やかん等は『金物・金属類』に分別し、おもちゃやビデオテープ等のプラスチ釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
ック製品は『燃やせないごみ』に分別してください。分別が間違われて出されることがよくありま釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
すが、処理工程によって分別していただいていますので、誤った分別をされると収集できません！釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
　また、プラスチック製の容器や包装で、識別マークが付いているものを資源ごみ『プラスチック
製容器包装』に分別してください。例えば、家庭での園芸やガーデニングで使用した土や肥料の袋釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
は、識別マークが付いているので、資源ごみ『プラスチック製容器包装』になります。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

★古着・古布は指定袋に入れないで　★古着・古布は指定袋に入れないで！！ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　洗濯した古着や古布を出す場合は、指定袋はありませんので、透明か半透明の袋に入れてください。地区によって釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
は、燃やせるごみの収集日が古着・古布の収集日と同日になりますが、収集業者が異なるため、燃やせるごみの指定釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫
袋は使用しないでください。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

★生ごみを出すときは　★生ごみを出すときは！！ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　生ごみは、必ず水切りをして、燃やせるごみに分別し、指定袋に入れて出してください。また、清掃センターでは釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
カラス被害やごみ散乱防止用にネットを無料で貸し出していますので、ご利用ください。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

★ダイオキシン類濃度測定結果をお知らせしま　★ダイオキシン類濃度測定結果をお知らせしますす 　　　　　　　　　　　　　　 
　平成２６年度の清掃センターの排出ガス等のダイオキシン類の測定結果は、次のとおりであり、ダイオキシン類濃度
は法定基準値以内であったため、町民の皆様の生活に影響を及ぼすことはありません。今後とも、徹底したダイオキ
シン対策に努め、ごみの適正な焼却処理及び法定基準値以内での運転管理に全力で取り組みます。

●問 清掃センター　☎６７４－６８４２　　

H２５H２６基準値測定対象（単位）※１
1.20.62１０排出ガス（ng-TEQ/㎥N）
0.000000450.0004３焼却灰（ng-TEQ/g）
1.10.49※２飛灰（ng-TEQ/g）

※１　１ng（ナノグラム）＝１０億分の１グラム、TEQとは、
異性体によって異なるダイオキシン類の毒性等量を評
価するために最も毒性の強いダイオキシンに換算した
ことを表す表示

※２　飛灰の基準値については、薬剤処理を行い、セメント
で固形化して最終処分場に埋め立てているため、適用外

プラスチック製容器
包装の識別マーク

清清清清清清清清清清清清清清清清掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃セセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららら清掃センターからのお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせ

　高校、大学等への入学時・在学中
にかかる費用を対象とした公的な融
資制度です。お子さま１人につき
３５０万円以内を、固定金利 年２．２５％
（平成２６年１１月１０日現在）で利用で
き、在学期間内は利息のみのご返済
とすることができます。
　詳しくは、「国の教育ローン」で検
索していただくか、下記のコールセ
ンターへお問い合わせください。
●問 教育ローンコールセンター
　☎０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）
　または（０３）５３２１－８６５６

　エコアクション２１は、事業活動の中で二酸化炭素や廃棄物の排出削減など
環境への取り組みを進めるための手順を定めた中小事業者向けの環境経営シ
ステムです。経費の削減・生産性の向上が期待でき、金融機関などの優遇措置
も受けることができる取り組みとして、徳島県内でも認証取得事業者が急増
しています。
　このたび、徳島東部定住自立圏構想の一環として、徳島市と合同で、認証取
得を目指す事業者を支援するため、作業の解説やアドバイスを行う無料セミ
ナー（計５回）を開催します。この機会に認証取得を目指し、環境経営に取
り組んでみませんか？
　募集期間　７月２４日（金）まで　　　　　対象　石井町内の事業者・団体等
　申込方法　下記のお問い合わせ先まで
▼事前説明会を開催
　エコアクション２１の概要や支援内容について次のとおり説明会を開催します。
　日時　６月１２日（金）午後２時～午後４時　　場所　徳島市役所１１階１１０１会議室
　定員　３０人（先着順）　　　　　　　　参加費　無料
　申込方法　６月８日（月）までに、会社名と参加者名を下記のお問い合わせ先まで

●問 徳島市環境保全課（エコアクション２１担当）　☎６２１－５２１３　

エコアクション２１の認証取得を支援

「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）

ご案内



第１８４号 広 報 い し い （１４）平成２７年５月１５日

まちのうごき 　　　　　　　　　前号比
世帯数 １０，１８７戸（＋４０）
男　性 １２，５３０人（－１５）
女　性 １３，７０３人（－２６）
　計　 ２６，２３３人（－４１）

平成２７年２月１５日～平成２７年４月１４日受理分（敬称略）

平成２７年５月１日現在

人　口

※広報掲載については、石井
町へ届出された方で掲載
を希望された方のみ、掲載
しております。

   ご結婚おめでとう   
新居　勝史（市　楽）
遠藤　　綾（市　楽）　
本村　　表（沖縄県島尻郡）
鈴鹿さおり（高　畑）　
小川　一翠（東高原）
森　沙也加（松茂町）　
仁木　伸明（石　井）
上田　裕子（吉野川市）　
山川　義浩（高川原）
石川　智子（吉野川市）　
櫻木　大介（桜　間）
長江希実子（高　畑）　
山下　大輔（上　浦）
蔭山　　遥（徳島市）　
山岡　泰之（徳島市）
山下久満子（城ノ内）　
福原　真仁（石　井）
杉本　　朱（三好市）　
粟飯原祥行（竜　王）
西本　麻生（徳島市）　
福原　孝司（上　浦）
前川　絵麻（板野町）　
加地　元太（三好市）
河野依実梨（石　井）　
堀田　真吾（高川原）
中村　綾乃（高川原）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   お誕生おめでとう   
川上　　遼  　　あかね　　
德永　直也  　　　万里　
兼子　徹也  　　　礼子

　
券
犬
鹸
 斗  愛 （石井）
と あ

　
券
犬
鹸
 鈴 （重松）
りん

　
券
犬
鹸
 怜 
りょう

 大 （重松）
た

お悔やみ申し上げます
畑中　利子　７９歳（城ノ内）

田中　靖子　８９歳（高　畑）

西村　　弘　７７歳（市　楽）

佐々木ヤス子　９４歳（東高原）

久米　良作　８２歳（城ノ内）

井内　繁雄　８２歳（西覚円）

古髙マサ子　８２歳（平　島）

藤田　久夫　８４歳（第　十）

井内フクヱ　８９歳（東覚円）

木村　　孝　８１歳（中　島）

木下　島子　８４歳（南　島）

大久保冬子　９５歳（下　浦）

山口　正子　９４歳（　関　）

吹田　武郎　８１歳（西覚円）

松永　和雄　７７歳（市　楽）

久保　　悟　４９歳（西高原）

柿原　照美　７３歳（石　井）

山口　祥子　９１歳（　関　）

古庫　泰英  　　　知子　
玉田　滉貴  　　　杏菜　
中村　利晃  　　　由佳　
星崎　亮治  　　　順子　
堀江　康弘  　　　珠理　
相原　貴志  　　　典子　
近藤　敏樹  　　亜紀奈　
佐藤　浩史  　　みなみ　
中桐　慎也  　　　千裕　
都川　文彰  　　　多恵　
坂尾　　俊  　　　　睦　
西村　圭司  　　　真実　
近藤　博也  　　　由希　
大久保貴夫  　　　麻衣　　　　
久米　新治  　　由美子
　
森　　輝彦  　　　有美　
　
田村　貴史  　　　公美

　
券
犬
鹸
 拓  真 （石井）
たく ま

　
券
犬
鹸
 愛  菜 （城ノ内）
あい な

　
券
犬
鹸
 颯  太  郎 （石井）
そう た ろう

　
券
犬
鹸
 真  優 （加茂野）
ま ひろ

　
券
犬
鹸
 幸  大 （桑島）
こう た

　
券
犬
鹸
 秀 
しゅう

 哉 （内谷）
や

　
券
犬
鹸
 未  都 （高川原）
み と

　
券
犬
鹸
 健  太  郎 （諏訪）
けん た ろう

　
券
犬
鹸
 大  二  郎 （石井）
だい じ ろう

　
券
犬
鹸
 心  陽 （内谷）
こ はる

　
券
犬
鹸
 月  愛 （南島）
る い

　
券
犬
鹸
 拓  真 （石井）
たく ま

　
券
犬
鹸
 匠  馬 （国実）
たく ま

　
券
犬
鹸
 咲  菜 （石井）
さ な

　
券
犬
鹸
 歩  未 （下浦）
あゆ み

　
券
犬
鹸

 愛  結 
（高川原）

あゆ み

 啓  隼 
けい と

　
券
犬
鹸
 瑠 
りゅう

 基 （石井）
き

◆
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
と
は

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
健
康
づ

く
り
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
健

康
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
日
々
の
目

標
達
成
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
記

念
品
と
交
換
す
る
も
の
で
す
。

◆
対
象
者

　
石
井
町
民
（
年
齢
制
限
な
し
）

◆
対
象
期
間

　
平
成
　
年
４
月
１
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日

２７

２８

１１

◆
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
配
布
場
所

　
役
場
、保
健
セ
ン
タ
ー
、中
央
公
民

館
及
び
各
分
館
、四
銀
い
し
い
ド
ー
ム

◆
応
募
の
種
類

①
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
に
参
加
し

て
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
。

②
日
々
の
目
標
を
立
て
１
日
達
成
す

る
と
、
１
ポ
イ
ン
ト
。

③
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
と
日
々
の
目

標
の
両
方
で
、　
ポ
イ
ン
ト
。

３０

〔
例
…
ス
タ
ン
プ
１
つ（
　
ポ
イ
ン
ト
）

１０

と
日
々
の
目
標
を
　
日
達
成
な
ど
〕

２０

◆
応
募
方
法

　
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
　
ポ
イ
ン

３０

ト
を
集
め
て
、
平
成
　
年
３
月
　
日

２８

１１

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康

グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。（
応
募
は
一
人
一
回
ま
で
。）

※
詳
し
く
は
、マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
ま
た

　
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

●問 
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
６
７
４
・
０
０
０
１

平
成
　
年
度

２７
　健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業



（１５） 平成２７年５月１５日　第１８４号広 報 い し い

　現在、日本の死因第１位は悪性新生物、いわゆる「がん」です。石井町でも同様
にがんが死因のトップです。がんは、生活習慣の改善によって予防することができ
ます。しかし、完全に予防することは不可能なので、定期的な検診を受け、早期発
見につとめることが重要です。石井町では、がんの早期発見のために各種がん検診

を実施しています。下記のフローチャートを参考にして、受けられる検診がある方は、ぜひ受診してください。

健康
メモ

がん検診を受けましょう
～ご自分の受けられる検診をご存知ですか？～

がん検診を受けましょう
～ご自分の受けられる検診をご存知ですか？～

① あなたは自覚症状等なく、元気ですか？

② あなたの年齢は？

③ 性別は？

③ 性別は？

自覚症状のある方は、早急に医療機
関を受診し、医師に相談しましょう。

町の検診には該当するものがありません。

※子宮がん・乳がん検診は、２年に１回の隔年受診です。

子宮がん検診
受けられる検診

胃がん、結核・肺がん、
大腸がん、前立腺がん、
肝炎ウイルス検診

受けられる検診

胃がん、結核・肺がん、大腸がん、肝炎ウイルス、子宮がん、乳がん検診
受けられる検診

はいはい
いいえいいえ

40歳以上

20 ～ 39 歳

女性

女性

男性

男性

①　集団検診
　　（公民館等に集まって行う検診です。）
検診内容：胃がん、結核・肺がん

②　個別検診
　　（指定医療機関で行う検診です。）
検診内容：大腸がん、前立腺がん、肝炎ウイルス、乳がん、子宮がん

みなさんの受けられる検診はありましたか？
　各種検診の該当となる方には、石井町保健センター
から検診日程・受診券等を送付していますので、日程
や指定医療機関の詳細、受診方法等をよくご覧になっ
て受診してください。通知の届いていないお勤めの方
でも、職場等で受ける機会のない方は対象となります
ので石井町保健センターまでお問い合わせください。

保健センター　☎088－674－0001問

持参品場　所実施期間検診内容

平成２７年度
健康診査受診券町内指定医療機関６月１日～

　１１月３０日

大腸がん
前立腺がん
肝炎ウイルス

平成２７年度
乳がん・子宮が
ん検診受診票

町内および町外
指定医療機関

平成２７年
　４月１日～
平成２８年
３月３１日まで

乳がん

子宮がん

無料費　用

※集団検診は事前検診日登録制
　（検診日の約2週間前までに電話による
　　検診日の登録が必要）です。
　　徳島県総合健診センター　☎088－678－7128問

午前８時３０分～１１時受付時間
無料費　用

場　所実施日
高川原分館５月１５日（金）
藍畑分館　　２１日（木）
中央公民館　　２２日（金）
浦庄分館　　２８日（木）
高原分館６月１０日（水）
高川原分館　　１１日（木）
中央公民館　　１４日（日）
藍畑分館　　１８日（木）
中央公民館　　２４日（水）

がん検診には集団検診と個別検診があります。



第１８４号 広 報 い し い （１６）平成２７年５月１５日

       石井ライオンズクラブ歌碑贈呈式

いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

石井ライオンズクラブ結成４０周年を記念
事業として、庁舎前に石井町民の歌とい
しい音頭の歌詞が刻まれた石碑を寄贈い
ただきました。

3
7     　AJET英語ミュージカル

中央公民館で県内の外国語指導助手の先
生たちが英語ミュージカル「Anna and 
the Snow Queen」をユーモアたっぷり
に熱演しました。

3
1

OKいしいパークのグラウンドを囲む側道で、高川原保育所
と浦庄保育所の児童16名が花の種まきをし、コスモスロー
ドとして５月下旬に見頃を迎える予定です。

春の爽やかな陽光の下、参加した１万人を越えるランナー
は、沿道からの声援やボランティアの方からのおもてなし
を受け、ゴールを目指し力走しました。

　　とくしまマラソン3
２２ 　花いっぱいの公園づくり3

１８

石井町町制施行60周年スタート記念行事石井町町制施行60周年スタート記念行事3
7

石井町は、平成27年３月31日をもって町制施行60周年を
迎え、記念行事を中央公民館で開催しました。高川原勇獅
子の演舞からスタートし、石井町出身の元宝塚歌劇団トッ
プスター瀬戸内美八さんのダンスを交えた講演や名西高校
コンサートなど、約600名の来場者は町制施行60周年を祝
うと共に楽しいひとときを過ごしました。



（１７） 平成２７年５月１５日　第１８４号広 報 い し い

ふじっこちゃん四コマ漫画

約９００人が参加した第２４回西日本グラウンド・ゴルフ徳島大
会で、石井町藤クラブグラウンド・ゴルフ部の野田昭さん
（桑島）が個人優勝しました。

４月２６日の写真撮影会の様子です。
藤まつりは４月下旬に見頃を迎え、今年も多くの観光客が
町内外から訪れ、にぎわっていました。

　  西日本グラウンド・ゴルフ大会で優勝4
１７　　藤まつり写真撮影会

３月中旬から４月初旬にかけて桜が満開となり、お花見を
楽しむ家族連れなどの姿が多くみられました。

【写真提供　遠藤達郎さん（城ノ内）】

地域防災センターで開院式が行われ、５人のおもちゃドク
ターたちにより１８個のおもちゃの修理が行われました。今
後、毎月第２水曜日に開院予定です。

　　 　 桜　ま　つ　りおもちゃ病院開院

石
井
町
の
藤
が

　
　
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り

石
井
町
の
藤
は

　
　
キ
レ
イ…

※ハチには
　お気をつけください。

4
１１

3
２８～

4
6

ご寄贈ありがとうございます
3
23

庁舎完成にあたり多数の作品を寄贈いただいた石井町出身の書家 能仁華瑤さ
ん（南島）と徳島県出身の書家 小坂奇石さんの長女である小坂淳子さんが来
庁され、感謝状が贈られました。

【能仁華瑤さんの作品】【小坂奇石さんの作品】

石井ボンバーズ 全国優勝！石井ボンバーズ 全国優勝！全国
優勝
全国
優勝

4
10

東日本大震災復興支援　第４６回全国ミニバスケットボール大会（男子Bブロック）で
石井ボンバーズの皆さんが見事、全国優勝しました！おめでとうございます！

谷脇正谷脇正敏敏さんさん
（（部長部長））

野田野田昭昭さんさん
藤クラブグラウンド・ゴルフ藤クラブグラウンド・ゴルフ部部

4
１８～

5
6



第１８４号 広 報 い し い （１８）平成２７年５月１５日

みんなの
ページだよ！

イ　ラ　ス　ト　紹　介

中山　恵さん（関）

ふじっこちゃんＰＲ事業ふじっこちゃんＰＲ事業
　出生届の届け出をされた方（町内在住者に限る）に、石井町イメージキャラクター
ふじっこちゃんの缶バッジをプレゼントしています。さらに、ハート付きの缶バッ
ジを引き当てると、ふじっこちゃんのぬいぐるみをプレゼントします。

わくわく観光情報課　☎６７４－１１３７問

中桐　大二郎ちゃん（石井）
（父　慎也さん・母　千裕さんの四男）

だい  じ  ろう

中村　颯太郎ちゃん（石井）
（父　利晃さん・母　由佳さんの長男）

そう  た  ろう

西岡　怜奈さん（城ノ内）

ぬいぐるみ
プレゼント♪

※　石井町では障がい者就労施設等からの物品等調達方針を定めて、障がい者就労施設
などからの物品等の調達を推進し、障がい者就労施設で働く障がい者の皆さんの自
立を応援しています。

　役場庁舎の新築に伴って 2 階に設けた食堂スペースを、障がい者の就
労支援などを行う指定障害福祉サービス事業所“れもんワークス”に提供
し、平成27年 4月 1日から『 リモーネ食堂 』としてオープンしました。
　このスペースは、障がいを持つ方たちの対面販売の実習場所であるとと
もに、多くの住民の皆さんにご利用いただくことにより、ますますコミュ
ニケーションの輪が広がるよう願ってのものです。
　役場においでの際は、ぜひご利用くださいませ。
【リモーネ食堂】　営業時間　午前11時30分から午後3時30分

役場新庁舎の２階に
食堂がオープンしました！
役場新庁舎の２階に
食堂がオープンしました！

リモーネ食堂

●問 
住
民
課
　
☎
６
７
４
・
１
１
１
４

行政相談委員　中村厚子さん
住所：石井字石井１３０３－１

行政相談委員　河崎惠子さん
住所：浦庄字下浦３８２－５

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
石
井
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
、

中
村
厚
子
さ
ん
、
河
崎
惠
子
さ
ん
が
、

平
成
　
年
４
月
１
日
付
け
で
総
務
大

２７

臣
か
ら
引
き
続
き
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
石
井
町
の
行
政
相
談
は
、
毎
月
第

４
火
曜
日
（
午
前
９
時
～
正
午
）
に

石
井
町
役
場
（
正
面
玄
関
に
て
受
付
）

で
開
設
し
て
い
ま
す
。
役
所
等
の
仕

事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
が

あ
る
方
は
、
行
政
相
談
員
へ
お
気
軽

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。



（１９） 平成２７年５月１５日　第１８４号広 報 い し い

●
ハ
ガ
キ
で

　
◆
広
報
ク
イ
ズ

　
◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　
◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　
◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　
◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

　
◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢

（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず
書

い
て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

〒７７９－３２９５
高
川
原
字
高
川
原
１
２
１
の
１

石
井
町
役
場

　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

　○に入る文字は何でしょう。

【問１】今号の健康メモのテーマは、「〇〇検診を受けましょう」

【問２】役場新庁舎の２階にリモーネ○○がオープンしました！
　
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により６月１５日（月曜日）役場
必着でご応募ください。抽選で、「１,０００円の図書カード」（５名）、または「ふじっ釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
こちゃんピンバッジ・マグネットセット」（５名）を進呈します。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

図書カード・ふじっこちゃんグッズを当てよう！広報クイズ
※記入例　

【問１】○○検診
【問２】リモーネ○○
住所・氏名（フリガナ）・年齢（または学年）、
広報へのご意見・ご感想など

※３月号の答え「①２４　②２」　
３月号の応募総数は６８通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。

〔今号のふじっこちゃんグッズ〕
ピンバッジ・マグネット

毎月２２日は
「ふじっこちゃんの日」　
　役場に来られたお客様をふじっこちゃん
がお出迎えします。
（プレゼントあり）

　日時　５月２２日（金）　６月２２日（月）
　　　　午後２時２２分～午後３時

　場所　石井町役場　玄関前

　　　　※２２日が土日祝日の場合は、
　　　　　その前の業務日となります。

　子育て親子を対象に、子育てに関する講
座や相談を行っています。気軽に遊びに来
てくださいね。
★こどもねっといしい　子育てサロン
　（住所：高川原130－1石井中学校西隣）
　開催日　月曜日～金曜日　10時～16時　
　　　　　土曜日（月１回）　10時～12時
　　☎635－5799
★さくら保育園　にじぐみ　
　（住所：高川原1029－2）
　開催日　月曜日～金曜日　9時～16時
　　☎675－0980

地域子育て支援
拠点事業のお知らせ
地域子育て支援

拠点事業のお知らせ

問

問

春
爛
漫
孫
の
卒
業
晴
舞
台
元
気
に
「
ハ
イ
」
と
証
書
 翳
 し
て
 　
　
　
　
 松
島
　
秀
子
さ
ん
（
石
　
井
）

か
ざ

サ
ク
ラ
色
風
に
舞
っ
て
は
ひ
と
踊
り
ふ
わ
り
ふ
わ
っ
と
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
  中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

 社
 
や
し
ろ

 守
 り
な
き
 境
  内
 の
昼
下
り
桜
花
ま
ぶ
し
く
蜜
蜂
の
舞
う
 　
　
　
　
　
 井
上
　
澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

も
 

け
い
 だ
い

万
物
生
木
々
芽
吹
き
草
萌
え
出
鶯
鳴
き
て
里
山
の
春
 　
　
　
　
　
　
　
 大
草
　
正
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

山
里
の
節
句
祭
り
に
 雛
  集
 う
 亡
  妻
 が
学
び
し
休
校
の
 教
  室
  　
　
　
　
　
 内
藤
　
睦
久
さ
ん
（
下
　
浦
）

ひ
な
 つ
ど
 

つ
 
ま
 

へ
 
や

降
り
積
も
る
雪
の
如
く
に
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
道
行
く
度
に
心
洗
は
る
 　
　
　
 一
宮
　
一
郎
さ
ん
（
石
　
井
）

背
中
お
す
す
い
せ
ん
さ
れ
ど
統
一
の
穏
や
か
願
う
出
発
て
ん
 　
　
　
　
 中
山
　
幸
子
さ
ん
（
　
関
　
）

よ
ろ
こ
び
と
淋
し
さ
の
こ
し
退
院
す
久
し
く
我
が
家
に
春
の
陽
ざ
し
が
  桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

誕
生
日
来
る
べ
き
年
は
逃
げ
ら
れ
ず
受
け
て
立
ち
ま
し
ょ
い
つ
い
つ
ま
で
も
  
遠
藤
　
藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

平
成
の
時
の
流
れ
に
私
た
ち
く
い
の
な
い
よ
う
暮
し
た
い
 　
　
　
　
　
 吉
岡
　
悦
子
さ
ん
（
　
関
　
）

料
峭
や
徳
島
城
の
庭
に
立
つ
往
時
を
偲
ぶ
園
な
り
き
し
か
 　
　
　
　
　
 阿
部
　
敏
弘
さ
ん
（
石
　
井
）

内
臓
の
悪
玉
退
治
い
に
し
え
は
一
寸
法
師
今
内
視
鏡
 　
　
　
　
　
　
　
 長
野
　
文
夫
さ
ん
（
桑
　
島
）

空
に
な
れ
ス
イ
ス
の
壕
や
地
下
施
設
非
核
実
ら
せ
誓
い
守
り
て
 　
　
　
 宮
崎
　
員
正
さ
ん
（
高
　
畑
）

人
生
で
倫
理
と
出
会
い
感
謝
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
米
寿
と
な
れ
り
 　
 山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

夜
遅
く
あ
ん
パ
ン
一
つ
食
べ
て
寝
る
パ
ン
が
無
け
れ
ば
寝
付
き
が
遅
い
  遠
藤
　
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

散
り
て
良
し
浴
び
て
な
お
よ
し
 桜
  吹
  雪
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
斐
子
さ
ん
（
天
　
神
）

は
な
 
ふ
 
ぶ
き

五
月
晴
れ
山
菜
摘
み
て
初
味
覚
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 泉
　
　
史
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

潮
干
狩
り
一
心
不
乱
で
貝
を
追
う
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 伊
澤
　
慶
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

四
月
来
て
値
上
げ
の
前
に
音
を
あ
げ
る
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 石
黒
　
裕
人
さ
ん
（
竜
　
王
）

職
や
め
て
ネ
ク
タ
イ
白
黒
 他
 い
ら
ぬ
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
　
宏
さ
ん
（
天
　
神
）

ほ
か

税
務
士
の
十
七
回
忌
白
木
蓮
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 渡
邊
　
弘
夫
さ
ん
（
神
山
町
）
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５
月
の
端
午
の
節
句
に
は
、
こ
れ
に
ち
な
む
花
で
あ
る

「
 菖
 
し
ょ
う

 蒲
 」
が
「

ぶ

 尚
 
し
ょ
う

 武
 」
に
通
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
武
者
人

ぶ

形
な
ど
を
飾
る
の
が
な
ら
わ
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
武
を
重
ん
じ
る
精
神
が
培
わ
れ
た
背
景
に
は
、

鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
続
い
た
武
士
に
よ
る
統

治
体
制
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
端
緒

と
な
っ
た
鎌
倉
幕
府
の
成
立
は
平
安
時
代
末
期
の
 源
  平
 

げ
ん
 ぺ
い

 合
  戦
 の
結
果
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
源
平

が
っ
 せ
ん

合
戦
に
ま
つ
わ
る
五
輪
塔
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
石
井
町
桜
間
の
県
道
　
号
線
か
ら
南
へ
し
ば
ら
く
行

３０

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
 八
  幡
  神
  社
 。
そ
の
社
殿
右
後
方
に

は
ち
 ま
ん
 じ
ん
 じ
ゃ

１
基
の
五
輪
塔
が
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

五
輪
塔
は
、
平
家
の
有
力
御
家
人
と
し
て
源
平
合
戦
に
参

戦
し
た
 田
  口
  成
  良
 と
い
う
人
物
の
墓
で
あ
る
と
伝
え
ら

た
 ぐ
ち
 し
げ
 よ
し

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
表
面
の
磨
滅
が
激
し
く
銘
文
等

は
判
読
で
き
ま
せ
ん
が
、
明
治
時
代
初
め
の
『
 村
  邑
  見
  聞
 

そ
ん
 ゆ
う
 け
ん
 ぶ
ん

 言
 
ご
ん

 上
 
じ
ょ
う

 記
 』
に
よ
る
と
、 嘉
 

き
 

か

 暦
 元
（
１
３
２
６
）
年
と
い
う

り
ゃ
く

紀
年
銘
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
田
口
成
良
は
 阿
  波
  民
  部
  太
  夫
 と
い
う
官
位
を
も
つ
桜

あ
 
わ
 み
ん
 ぶ
 
だ
 ゆ
う

間
周
辺
の
在
地
豪
族
で
、
古
く
か
ら
水
軍
を
率
い
て
平
家

に
仕
え
、
そ
の
勢
力
範
囲
は
阿
波
の
み
な
ら
ず
讃
岐
に
ま

で
至
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
 源
 

み
な
も
と
の

 義
  仲
 に
よ
り
畿
内

よ
し
 な
か

を
追
わ
れ
た
平
家
が
讃
岐
に
落
ち
の
び
る
に
あ
た
り
、
成

良
の
水
軍
を
大
い
に
頼
ん
だ
そ
う
で
す
。
軍
記
物
『
 平
  家
 

へ
い
 け

 物
 
も
の

 語
 』
に
よ
る
と
、
都
落
ち
と
な
っ
た
平
家
は
讃
岐
の
屋

が
た
り

島
を
新
た
な
根
拠
地
と
し
ま
す
が
、
こ
の
と
き
内
裏
や
御

所
の
建
造
を
主
導
し
た
の
が
成
良
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
平
家
は
義
仲
の
凋
落
と
平
行
し
て
畿
内
へ
返
り

咲
く
も
の
の
、
 源
 

み
な
も
と
の

 義
  経
 に
一
ノ
谷
で
敗
れ
、
再
び
屋
島
に

よ
し
 つ
ね

落
ち
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
追
う
義
経
は
勝
浦
に
上
陸
、
成

良
の
弟
で
あ
る
 桜
 
さ
く
ら

 庭
  介
  良
  遠
 の
城
を
攻
め
、
良
遠
は
持
ち

ば
の
 す
け
 よ
し
 と
お

こ
た
え
ら
れ
ず
に
敗
走
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
義

経
は
、
成
良
の
嫡
男
 田
  内
  教
  良
 が
出
兵
要
請
に
従
わ
な
い

で
ん
 な
い
 の
り
 よ
し

者
を
伊
予
へ
討
伐
に
行
っ
て
い
る
隙
に
屋
島
へ
と
進
軍

し
て
平
家
は
敗
走
、
そ
こ
へ
伊
予
か
ら
戻
っ
て
き
た
教
良

に
使
者
を
出
し
て
「
屋
島
で
平
家
は
ほ
ぼ
全
滅
、
あ
な
た

の
父
の
田
口
成
良
も
捕
虜
に
な
っ
た
」
と
欺
き
、
教
良
を

投
降
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。
義
経
の
言
に
反
し

て
壇
ノ
浦
へ
と
落
ち
の
び
て
い
た
成
良
は
、
弟
・
良
遠
の

敗
走
や
息
子
・
教
良
の
降
伏
を
知
り
、 壇
  ノ
  浦
  合
  戦
 の
最

だ
ん
 の
 う
ら
 か
っ
 せ
ん

中
に
源
氏
方
へ
と
寝
返
り
ま
す
。
源
平
合
戦
の
帰
趨
を

決
定
づ
け
た
こ
の
裏
切
り
は
、『
平
家
物
語
』
で
は
「
子

息
 田
  内
 

で
ん
 な
い

 左
  衛
  門
  教
  能
 を
生
捕
に
せ
ら
れ
て
叶
は
じ
と
や

さ
 
え
 も
ん
 の
り
 よ
し

思
ひ
け
ん
 忽
 ち
に
心
変
は
り
し
て
源
氏
と
一
つ
に
な
り

た
だ

に
け
り
」
と
描
写
さ
れ
ま
す
。
合
戦
後
の
く
だ
り
で
は
生

け
捕
り
に
な
っ
た
者
の
中
に「
 阿
  波
  民
  部
  父
  子
 」と
あ
り
、

あ
 
わ
 み
ん
 ぶ
 
ふ
 
し

ま
た
歴
史
書『
 吾
 
あ

 妻
 
ず
ま

 鏡
 』で
も
、合
戦
後
の
捕
虜
の
中
に

か
が
み

「
民
部
大
夫
成
良
」
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

最
終
的
に
成
良
は
平
家
方
と
し
て
処
分
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
軍
記
物
で
あ
る
『
平
家
物
語
』
の
記
述
が
全
て
史
実
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
、
源
平
合
戦
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
成
良
の
伝
承
は
今
で
も
地
元
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
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石
井
町
の
歴
史
写
真
館

　
少
年
少
女
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
現
在
は
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
に
人
気
が
あ
る
が
、

戦
前
は
、
剣
道
が
心
身
を
鍛
練
す
る
伝
統
的
な
武
道
と
し
て
奨
励
さ
れ
、
盛
ん
だ

っ
た
。
写
真
は
大
正
５
年
　
月
の
日
付
が
あ
る
少
年
剣
士
た
ち
の
記
念
写
真
。
場

１１

所
は
不
明
だ
が
明
治
　
年
日
露
戦
争
記
念
の
石
碑
が
写
り
、
後
列
中
央
右
よ
り
の

３７

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
顎
ひ
げ
の
人
物
は
、
剣
客
と
し
て
全
国
に
名
を
知
ら
れ
た
 久
  保
 

く
 
ぼ

 源
  次
  郎
  利
  雄
 （
慶
応
３
～

げ
ん
 
じ
 
ろ
う
 と
し
 
お

昭
和
８
）
で
あ
る
。 阿
 
あ

 州
 
し
ゅ
う

 柳
生
  新
  影
 

や
ぎ
ゅ
う
 し
ん
 か
げ

 流
 を
継
ぎ
明
治

り
ゅ
う

　
年
浦
庄
国
実
に
道
場
を

３０開
設
し
て
青
少
年
に
武
道

を
教
え
た
。
防
具
や
竹
刀

を
持
ち
胴
衣
で
身
を
固
め

て
写
真
に
お
さ
ま
る
少
年

た
ち
か
ら
は
、
村
で
剣
道

が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
の
少

年
剣
士
た
ち
の
雰
囲
気
が

よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
戦

後
、
剣
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化

が
進
み
、
学
校
で
も
武
道

の
科
目
と
な
っ
て
い
る

が
、
一
方
で
町
道
場
は
次

第
に
衰
微
し
て
い
る
。
久

保
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
道

場
（
 久
 
き
ゅ
う

 武
  館
 ）
は
現
在
も

ぶ
 
か
ん

存
続
し
古
武
道
の
技
を
伝

え
て
い
る
。

【
写
真
提
供

　
戸
村
博
史
さ
ん（
国
実
）】

第１３回

少
年
剣
士
た
ち（
大
正
５
年
・
場
所
不
詳
）

思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています。。
ご提供していただける写真がありましたらご連絡くださいご提供していただける写真がありましたらご連絡ください。。
 　　　　　　　　　　　　 ●問 石井町中央公民館石井町中央公民館　☎☎６７４６７４－－２００２２００２　　


